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ご挨拶 

心理学部長 秋山 学 

 
心理学部は 2018 年 4 月に神戸学院大学における第 10 番目の学部として設立され，今年

度，心理学部第 1 期生 134 名が卒業論文を提出いたしました。昨年度から続く新型コロナ

ウイルス感染症による混乱が続く中で卒業研究を進めることは，従来とは全く異なる難し

さがありました。こうした逆境を乗り越えるべく，いろいろな創意工夫を重ね，卒業論文

を完成させたことが 134 名の卒業論文の題目から伺うことができます。今年度，卒業論文

の優秀論文として選ばれた 3 編の論文の研究手法においても，その創意工夫の一端を垣間

見ることができます。3 編の論文では，質問紙調査に取り組んだもの，テキストマイニン

グを用いてインタビュー記録をまとめたもの，そして，プロスポーツ（サッカー）の勝敗

という社会的に公開されたデータを活用したものと，バラエティに富んだ研究手法が用い

られています。こうした多様な研究手法を活用する背後には，新型コロナ禍以前において

日常的に行われていた卒業研究への取り組みが難しくなり，従来とは異なる視点・切り口

からデータを集め，分析することが必要なほどの困難がありました。こうした窮地におい

て，従来の枠組みを見直し，新たなアプローチを試みることは，心理学の可能性を改めて

気づかせてくれるものです。今後の心理学部の発展においても重要な 1 年であったと感じ

ます。 

2020 年に始まった新型コロナ禍により，第 1 期生の卒業論文への取り組みは，その始

まりから，図書館の利用が制限されるなど学習環境の激変と直面しておりました。社会の

在り方，常識が大きく揺さぶられる中で，執筆者自らの問題意識と心理学との関わりを探

り，それを探求する営みは，執筆者自身にとっても心理学を学ぶ意味を深めていく時間で

あったと思います。新型コロナ禍において卒業論文に取り組み，それを完成させたことが

卒業論文の執筆者自身にとってのよき想い出となることを願っております。 

最後に，新型コロナ禍において混乱する社会情勢のもと卒業研究を進めていく困難を乗

り越え，卒業論文を提出することができたのは，質問紙調査や各種実験，インタビューな

どにご参加いただいた方々，各種資料の探索や収集を支えて頂いた図書館スタッフの皆様

といった，多くの方々にご協力いただけたおかげであります。134 編の卒業論文に刻まれ

た皆様の協力に深く感謝いたします。 

 

卒業論文題目一覧
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神戸学院大学心理学研究 2022年　第 4巻　第 2号

担当教員名　秋山　学　先生 

学籍番号 学生氏名 題　　　目 副　　　題

C118002 北原　大揮

フィルムカメラとアナログレコードを
用いた若者世代のノスタルジーの想起 
要因と所有・使用経験によるノスタル
ジー感情の変化について検討・比較

C118025 原田　康平 購買行動における記憶の関連性

C118028 村山　陸人 幸福度と運動習慣における関係

C118032 伊藤　美寿々 社会的ジレンマの解消に関する研究 コロナ禍における手指消毒行動とマス
ク着用行動を例にして

C118043 石黒　有紗 セブンイレブンに対するブランドへの
愛着と結びつき

C118052 左座　善太 ゲームの結果が「縁起担ぎ」に及ぼす
影響について

C118072 淺井　紫妃 アイデンティティ発達段階が自己注目
および適応感に及ぼす影響

C118073 白川　夏帆 スターバックス店員の言葉遣いと顧客
満足度について

C118074 川口　詩乃 プレゼントの贈り手におけるモノへの
価値と愛着について

C118090 稲岡　伶奈 楽しいと思う買い物行動とは何だろう
か

C118091 上岡　大記
東京ディズニーランドで感じる非日常
性とパークでの消費行動の関係につい
て

C118100 村上　陽菜 商品写真に対する印象評価について

C118113 竹内　良輔 大学生におけるスマートフォンの利用
と適応感の関係性について

C118115 大垰　柊馬 正義感と攻撃性の関連について

C118136 小山　のぞみ 家庭での食事を通して考える家庭生活
への満足感
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担当教員名　岡村　心平　先生

学籍番号 学生氏名 題　　　目 副　　　題

C118003 田中　愛梨 現代の姉妹関係における葛藤とその変
化についての文献研究 『アナと雪の女王』を題材として

C118012 佐江　徹 アナログゲームが心理教育に与える影
響の検討 「カウンセリングの極意」を題材として

C118022 中村　有杜 青年期における自己憐憫とセルフ・コ
ンパッションの比較検討

C118047 小玉　和瑚 一般的な「多重人格」観と「解離性同
一性障害」概念の比較検討 人格統合の視点をアップデートする

C118057 森田　理紗 自尊感情の随伴性と主観的幸福感との
関連 なぜ若者は SNSに夢中になるのか

C118070 楠田　咲耶 動作が笑いを引き起こす要因の分析 うける動画の共通点

C118081 森本　芹香 グリム童話『白雪姫』に見る現代の母
娘間の葛藤

なぜお后は母親ではなく魔女に変貌し
てしまったのか

C118083 内海　晃 司法心理臨床における司法機能と臨床
機能の乖離とその協働に向けて

C118112 水田　優生 感情が楽曲の創作活動に与える影響に
ついての一人称研究 日誌法による創作過程の省察

C118128 新井　杏子 心理療法における「空想」の意義 『ナルニア国物語』の時間描写からの検
討

C118142 久能　賢人 大学生の自己呈示に係わる被服行動と
性格特性の関連の検討

C118147 矢野　千佳 パートナーの存在はファン活動にどの
ような影響を及ぼすのか 「推し」という表現の変遷から

C118150 唐牛　里紗 大学生の独自性欲求と曖昧性耐性が怒
り感情に及ぼす影響

C118156 森本　遥月 同性カップルの親が子どもに与える影
響とその実情

同性婚をめぐる国際動向と里親制度に
関する文献研究



112

神戸学院大学心理学研究 2022年　第 4巻　第 2号

担当教員名　定政　由里子　先生 

学籍番号 学生氏名 題　　　目 副　　　題

C118008 塩見　晶 メイク行動と性格傾向の関連について 

C118023 桑山　翔吾
一人暮らしと実家暮らしの大学生にお
ける心理的離乳の差と親の捉え方の違
いについて

C118026 宮井　秀寿
中学校 3年間を不登校で過ごした後に
全寮制の男子校に入学した生徒の自身
の自己肯定感の検討

C118037 真鍋　佑梨 女子大学生における化粧認知および化
粧行動と自尊心の関連性

C118039 小野　杏実果
「笑」と「w」の異なる表現形式とその
有無がメッセージ文の印象に与える影
響

C118055 田代　実穂 所属部活動による性格印象のちがいの
検討

C118060 城戸　菜摘 楽器の違いによるリラックス効果の影
響について

C118096 松川　真大 目の大きさの変化による印象の変化と
性格印象の関連性

C118111 田淵　さやか 現代の母娘関係における友達親子の実
態

C118123 友利　麟太郎
学校内での「いじめ」と職場における「パ
ワー・ハラスメント」の現状と対策に
ついての文献研究

C118126 今井　夢里亜 背景色が商品イメージに与える影響と
購買意欲について 緑と紫に着目して

C118143 大中　初姫 販売員の立ち位置がお店の居心地に関
して来店客に与える影響について

C118158 藤川　啓允
現役大学生における自己の能力への
フィードバックがもたらす性差別態度
の変化の検討
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担当教員名　清水　寛之　先生 

学籍番号 学生氏名 題　　　目 副　　　題

C118006 三上　和也 オタクと非オタクのオタクに対するイ
メージの違い

C118011 西村　麻伽 認知症高齢者の介護に関する大学生の
関心とイメージ

C118017 川上　綾音 手書き文字の書き手に対する印象形成
の自己評価と他者評価

C118018 濱崎　萌果 侵入思考に対する抑制の意図及び確信
度と思考コントロール方略との関連

C118021 森　弥優 大学生における食事形態とパーソナリ
ティ特性

C118066 長田　亞弓 香りが人の印象に与える影響

C118068 石丸　ゆき乃 子どもの頃のスポーツクラブの継続年
数と家族のサポートの関連性

C118076 松田　海星 運・不運の認識と自己肯定感との関連
性

C118093 絹川　隼土 大学生における被服行動と自己肯定感
の関係

C118098 五島　憲人 スマートフォン依存が精神的健康に与
える影響に関する文献研究

C118135 寺本　理緒 大学生における睡眠に関する意識調査

C118153 古野　芳樹 消費者の購買意思決定に及ぼすインフ
ルエンサーの影響

5317130 岡谷　菜夏 大学生における日常生活の化粧行動と
気分の変化
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神戸学院大学心理学研究 2022年　第 4巻　第 2号

担当教員名　竹田　剛　先生 

学籍番号 学生氏名 題　　　目 副　　　題

C118007 青木　菜緒 自己評価と評価懸念のあり方が自己主
張へ与える影響について

C118009 眞崎　唯 グループ所属の有無による友人関係が
学校適応感に与える影響について

友人関係以外の学校適応感との関連性
がある要因の探求

C118010 村上　晴香 認知機能障害と QOLの関連性について 身近な高齢者と関わる学生の視点から

C118013 田中　美帆 時間管理能力と生活様式が感情に及ぼ
す影響について

C118031 松山　浩太朗 「終の看取り」にもたらす心理・社会的要因についての考察

C118042 村上　叶夏 誇大性 ･ 過敏性自己愛と友人への期待
度の関連性

C118063 住友　彩夏 パーソナリティ傾向が SNS上での攻撃
行動に与える影響 芸能人に対する誹謗中傷の観点から

C118065 松井　彩 パーソナリティと色の彩度の関連性に
ついて

C118089 谷口　暁斗
権威者の意見が個人の意思決定に与え
る影響と個人のコミュニケーション能
力が持つ調整機能について

C118097 松木　理紗 心理的援助経験が援助規範意識と共感
行動に与える影響

C118101 田中　翔馬
犯罪捜査で用いられるポリグラフ検査
と隠匿情報検査 (CIT)に関する研究動向
および今後の展望について

C118106 水沼　陽菜
幼少期の言語獲得方法の差異が言語発
達とアイデンティティ獲得に与える影
響

C118124 髙井　赴 個人のパーソナリティ特性が怒り感情
に及ぼす影響

C118146 林　良美 過去の家族関係が達成動機に及ぼす影
響について

現在の家族関係とソーシャル・サポー
トが持つ調整機能

5317138 嶋田　健希 ダークトライアドと攻撃性の関連性に
ついて



114 115

担当教員名　中村　珍晴　先生

学籍番号 学生氏名 題　　　目 副　　　題

C118001 谷内　開 サイコパシー特性による恋愛傾向の検
討

C118004 吉田　菜々夏 服装が他者に与える印象

C118019 小橋　和明 スマホの使用が日中の眠気とスマホの
行動嗜癖に及ぼす影響

C118020 藤田　淳平 食器の種類が料理のイメージに及ぼす
影響

C118071 奥村　陸 団体競技と個人競技におけるスポーツ
選手の性格の比較

C118103 成瀬　さくら 女性の指が対人印象に及ぼす影響

C118107 大塚　一将 食嗜好による性格特性の検討

C118114 江下　慧 高校における部活動経験がコミュニ
ケーション能力に与える影響

C118117 藤原　日南子 スポーツ指導者の印象と女性バドミン
トン選手の動機付けとの関係

C118125 太田　千尋 小説を読むことにより起こる共感の程
度と男女差

C118129 藤原　彩実
大学生アスリートにおける基本的心理
欲求の充足が内発的動機づけに及ぼす
影響

団体競技を対象とした検討

C118149 田口　道雄 サッカーにおけるホームアドバンテー
ジの観客の有無による影響

欧州サッカーリーグの無観客試合をも
とに
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神戸学院大学心理学研究 2022年　第 4巻　第 2号

担当教員名　村井　佳比子　先生 

学籍番号 学生氏名 題　　　目 副　　　題

C118033 札場　美羽 大学生の SNSにおける承認欲求と友人
関係の関連

C118038 藤原　涼夏 波および焚火に対する好ましさとその
音に対する心理的評価との関連

C118044 中村　琴美 青年期の社会的スキルと想起する活動
の種類の関連 自由時間の活動に焦点を当てて

C118048 荻内　真菜 反抗期の有無と中学時代の家族関係お
よび青年期の自我同一性の関連

C118049 小西　柚 大学生の生きがい感と余暇活動に費や
す時間と費用との関連

C118053 菅野　綾菜 大学生の「くせ」と心理的欲求および
完全主義との関連

C118061 石橋　愛里 大学生の化粧に対するイメージと化粧
前後の自己意識の差

C118067 山根　梨瑚 青年期の友人関係における「キャラ」
と親和動機との関連

C118092 山田　祐実 大学生における性役割観の変化

C118102 藤田　美優 音に対する感じ方と性格との関連

C118118 堀　雪乃 大学生の知的障害者に対する受容的態
度に関する研究

C118121 羽賀　大輝 学童期の遊びの種類と青年期のソー
シャルスキルとの関連

C118133 由田　奏 児童期の養育者との関係と大学生の現
在の自己肯定感との関連

C118138 大植　菜央 気分が図形の印象に及ぼす影響

C118152 末⻆　稔 青年期の居場所感について
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担当教員名　村山　恭朗 先生 

学籍番号 学生氏名 題　　　目 副　　　題

C118024 小西　桃花 マゾヒズムと現代における性の主体性
について

C118036 西山　実乃里 父親の意識と養育参加が子どもの発達
に及ぼす影響

C118050 松谷　果穂 香りが記憶と抑うつ気分に及ぼす影響

C118051 嘉ノ海奈津子 消費者の性格特性が消費行動に及ぼす
影響

C118058 向井　健太 人はなぜ浮気をしうるのか　 心的飽和、進化論、文化・社会的知見
から見る浮気の動機

C118084 鈴田　彩乃 過去の対人関係が自尊感情に及ぼす影
響と対人不安との関連

C118086 松尾　亮 日本の自殺の特徴とその考察

C118088 山本　幸輝

国内におけるストレート層の LGBTQ+
に対する態度の検討及びストレート層
の態度が LGBTQ+のメンタルヘルスに
及ぼす影響

C118130 西角　杏菜 音楽がもたらす自尊感情について

C118134 大野　ひめの
女子大学生におけるストレスへの対処
能力が心の健康の維持・増進に及ぼす
影響

C118140 本澤　愛歌 SNSにおけるネガティブ感情の表出が
及ぼす心理的影響
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神戸学院大学心理学研究 2022年　第 4巻　第 2号

担当教員名　毛　新華　先生 

学籍番号 学生氏名 題　　　目 副　　　題

C118016 辻　茉裕 外見魅力の差が犯罪者に対する感情に
与える影響

C118045 山口　さつき 協調性の高さが社会的迷惑行為に対す
る考慮に及ぼす影響

C118056 島本　愛理 非対面コミュニケーション場面におけ
る自己開示の深さの違い

想定される場面と相手との関係性によ
る観点から

C118059 森脇　将斗 親への愛着が被援助志向性に及ぼす影
響

C118079 羽野　佑香 スマホに対する依存度が対人コミュニ
ケーションに与える影響

対面と非対面による自己開示の度合の
違いに着目して

C118087 都築　駿汰 幼少期の攻撃行動が SNSでの誹謗中傷
に与える影響

C118104 田井　智也 ファッションにおける Instagramの影響
力

C118110 芦田　優 SNSの使用頻度と承認欲求の関連に関
する研究

C118120 池田　圭純 相手との関係性と対人場面の種類が自
己開示に与える影響

C118122 中原　淳之介 大学生の選択的友人関係志向とスマー
トフォン利用の関係について

C118127 明石　健太郎 人物の性格傾向が人物の魅力評価に与
える影響 「ONE PIECE」の登場人物から考える

C118137 宮本　沙彩 友人関係志向が自尊感情と友人関係満
足感に及ぼす影響

C118144 東　玲那 ファン心理と性格特性による主観的幸
福感の検討

C118157 松田　涼 性格・性差が浮気の価値観に与える影
響

5317012 上羽　芹 一般的信頼と相手との関係性の違いが
口コミの信用度に与える影響
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C118015 佐藤　壮 周囲の他者の服装が初対面の相手の印
象形成に及ぼす影響

C118029 佐々木　晨介 感情表出の抑制および偽装と交友関係
の関連性

C118034 武田　陸 試合における実力の発揮度とレジリエ
ンスの関連性

C118046 藤原　大雅 時間的展望が逸脱行動に及ぼす影響

C118075 碇金　義騎
発話におけるフィラーと速度が他者の
印象及び内容理解度に及ぼす影響の検
討

C118095 黒田　悠人 BGMのテンポの違いが作業効率に及ぼ
す影響に関する研究

C118099 安達　汐音 テーマパークの非日常空間演出による
幸福度の違い

C118108 大柿　玲 アルバイトのハラスメント被害経験が
ストレス反応と攻撃性に及ぼす影響

C118116 山本　瑛仁 LINEコミュニケーションと友人関係の
関連に関する調査

C118119 魚住　亮介 「新型うつ」に対する援助を促進・阻害
する要因に関する研究

C118132 畑　佑希乃 自尊感情と恋愛スタイルの関連性につ
いて

C118141 伊勢木　颯太
友人関係における対人葛藤場面におい
て自己嫌悪感が後の対人関係に与える
影響

C118145 泉谷　綺恵 攻撃性と友人関係の関連性の検討

C118154 大橋　光 感情および勤勉性・神経症傾向がリス
ク行動場面での意思決定に及ぼす影響




